
本
学
山
岸
文
庫
に
は
「
和
歌
秋
風
抄
』
と
題
さ
れ
た
写
本
二
冊
（
山
岸
文
庫
請
求
番
号
「
三
六
○
三
」
番
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
所
収
歌
は

全
て
勅
撰
八
代
集
か
ら
の
抜
粋
と
考
え
ら
れ
る
比
較
的
整
っ
た
撰
集
で
あ
る
。

同
名
な
い
し
ほ
と
ん
ど
同
名
の
『
秋
風
和
歌
集
』
並
び
に
『
秋
風
抄
』
に
つ
い
て
は
、
安
井
久
善
氏
に
御
研
究
と
御
論
考
と
が
あ
る
が
（
『
校

本
秋
風
和
歌
集
と
そ
の
研
究
』
一
九
五
一
、
三
。
武
蔵
野
書
院
、
及
び
『
藤
原
光
俊
の
研
究
』
一
九
七
三
、
十
一
・
笠
間
書
院
）
、
内
容
の

異
な
る
『
和
歌
秋
風
抄
』
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
桂
宮
旧
蔵
一
本
と
し
て
知
ら
れ
る
『
秋
風

和
歌
集
』
及
び
真
観
法
師
す
な
わ
ち
右
大
弁
光
俊
の
撰
と
目
さ
れ
て
い
る
『
（
類
従
本
）
秋
風
抄
』
と
の
関
わ
り
な
ど
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
内
容
は
全
く
別
で
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の
書
名
の
共
通
か
ら
安
井
氏
は
『
秋
風
和
歌
集
』
の
「
別
本
」
と
判
断
さ
れ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、

真
観
の
い
わ
ゆ
る
反
御
子
左
派
の
活
動
の
一
端
と
い
っ
た
問
題
を
含
む
か
も
し
れ
な
い
し
、
中
世
和
歌
史
上
軽
視
で
き
な
い
問
題
を
も
孕
む
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

調
査
報
告
三
十
八

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
の
山
岸
文
庫
蔵
『
和
歌
秋
風
抄
（
別
本
）
』
を
簡
単
な
解
題
を
記
し
て
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

山
岸
文
庫
蔵
『
和
歌
秋
風
抄
荊
杢
』
解
題

西
澤
美
仁

久
保
貴
子

T庁ハ
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三十八山岸文庫蔵『和歌秋風抄（別本)』解題

⑤
内
題

④
料
紙

③
印
記

（
下
）
」

②
寸
法

①
表
紙

I
D

三茸
目

ヨー
ー一

口心、

鳥
の
子
色
地
に
茶
の
格
子
縞
の
紙
表
紙
。
左
肩
に
白
楮
紙
・
黒
色
双
辺
題
叢
（
一
八
・
一
糎
×
三
・
五
糎
）
を
貼
付
、
「
和
歌
秋
風
抄
上

（
下
）
」
と
墨
書
。

上
巻
・
扉
左
肩
に
、
「
秋
風
和
歌
抄
」
（
原
本
の
表
紙
題
蚕
に
あ
っ
た
外
題
を
虫
損
に
至
る
ま
で
忠
実
に
模
写
し
た
も
の
か
）
。
下
巻
・
ナ

シ
。
ま
た
、
巻
第
一
か
ら
第
十
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
、
「
和
歌
秋
風
抄
巻
第
一
（
～
四
）
」
「
和
寄
秋
風
抄
第
五
（
～
十
）
」
と
記
し
、
続
い
て
そ

の
巻
に
収
集
し
た
歌
題
を
列
記
し
て
い
る
。

斐
紙
。
見
返
料
紙
共
紙
。

上
巻
ｌ
前
遊
紙
・
ナ
罪

下
巻
ｌ
前
遊
紙
・
一
・

一
面
十
行
二
十
五
字
。
《

上
・
下
巻
共
、
表
紙
右
下
に
「
山
岸
文
庫
」
の
長
方
形
朱
印
。
下
巻
・
前
遊
紙
右
下
に
同
印
。

上
・
下
巻
共
、
タ
テ
二
七
・
六
糎
×
ヨ
コ
一
九
・
七
糎
。

写
本
二
冊
。
袋
綴
。

ナ
シ
。
後
遊
紙
・
一
・
扉
題
・
一
・
目
録
題
・
一
・
墨
付
九
三
丁
（
型
丁
ウ
・
白
紙
）
。

一
・
後
遊
紙
・
一
・
墨
付
一
二
○
丁
（
詣
丁
オ
・
茄
丁
ウ
・
師
丁
ウ
・
白
紙
）
。

》
和
歌
は
、
基
本
的
に
一
行
書
き
。
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⑥
識
語

⑦
そ
の
他

「
和
歌
秋
風
抄
上
下
二
冊
以
甕

親
王
撰
集
一
房
岸
廼
舎
」

と
書
入
れ
が
あ
り
、
左
に
続
け
て
、

下
巻
・
伽
丁
ウ
に
墨
筆
の
、

本

「
和
歌
秋
風
抄
上
下
二
冊
以
安
井
氏
書
写
畢
、
石
崎
氏
写
焉
／
昭
和
二
十
六
年
八
月
五
日
記
之
七
月
末
写
了
也
／
宗
尊

「
源
承
口
傳
云
／
真
観
東
に
侍
り
し
始
に
集
め
た
る
奇
号
郁
誌
鋤
俊
潅
字
千
載
集
中
々
害
王
御
上
洛
／
之
後
追
披
露
之
」

「
代
集
／
八
代
抄
／
中
務
卿
親
王
撰
卜
ア
リ
」

と
同
筆
で
書
入
れ
あ
り
。

孝
一
軽
Ｌ
、

三
、
所
々
に
朱
筆
に
よ
る
書
入
れ
・
墨
筆
に
よ
る
ミ
セ
ヶ
チ
等
あ
り
。

虫
損
・
湿
汚
の
痕
等
ほ
と
ん
ど
な
し
。

四
、
巻
第
一
か
ら
第
十
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
に
収
め
ら
れ
た
歌
数
は
以
下
の
通
り
。

二
、
序
・
賊
の
類
な
し
。

一
、
主
に
上
巻
収
録
歌
の
歌
頭
付
近
に
、
細
字
で
出
典
勅
撰
集
の
略
号
を
記
す
。
（
例
え
ば
、
古
今
集
Ｉ
「
古
」
・
後
撰
集
ｌ
「
後
」
等
。
）

「
匙
蕾
十
癖
に
蔀
誇
〉
計
一

番
号
を
示
す
。

四
六
二
首

■■

（
）
内
の
数
字
は
、
山
岸
文
庫
蔵
本
に
仮
に
付
し
た
歌
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三十八山岸文庫蔵『和歌秋風抄（別本)』解題

と
し
て
、

Ⅱ
．
解
題

安
井
氏
は
、
前
述
し
た
『
校
本
秋
風
和
歌
集
と
そ
の
研
究
』
（
第
五
章
別
本
和
歌
秋
風
抄
に
つ
い
て
）
で
、

別
に
和
歌
秋
風
抄
と
題
す
る
全
く
内
容
を
異
に
す
る
一
本
（
架
蔵
）
が
存
す
る
。

架
蔵
本
は
、
上
下
二
冊
、
大
体
江
戸
初
期
の
写
本
で
あ
り
、
所
収
一
四
六
二
首
全
十
巻
の
類
題
和
歌
集
に
し
て
、
各
巻
の
巻
頭
に
は

巻
第
一
’
一
三
三
首
（
１
～
齢
）

巻
第
二
’
一
五
三
首
（
剛
～
郡
）

巻
第
三
’
一
○
一
首
（
加
～
淑
）

巻
第
四
’
二
二
九
首
（
畑
～
肺
）

第
五
’
二
八
四
首
（
伽
～
川
）

第
六
’
一
四
○
首
、
～
Ⅲ
）

第
七
’
六
七
首
凧
～
Ⅷ

第
八
’
二
二
首
凧
～
恥
）

第
九
’
四
三
首
⑳
～
哩

第
十
’
一
八
三
首
航
～
哩

上
巻
・
総
歌
数
Ｉ
六
一
六
首

下
巻
・
総
歌
数
Ｉ
八
四
三
首
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
作
者
名
の
記
載
の
不
統
一
に
は
西
行
和
歌
が
例
示
さ
れ
、
千
載
集
所
収
歌
に
つ
い
て
は
円
位
法
師
、
新
古
今
歌
は
、
西

行
法
師
、
と
出
典
の
表
記
に
従
っ
た
ま
ま
で
あ
る
、
と
さ
れ
、
更
に
冒
頭
八
首
が
「
そ
れ
人
、
八
代
集
の
巻
頭
歌
を
な
ら
べ
て
い
る
」
こ
と
を

も
指
摘
、
歌
集
と
し
て
の
自
立
性
の
稀
薄
を
印
象
づ
け
ら
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
「
代
集
」
が
そ
の
打
聞
の
項
で
あ
げ
る

真
観
東
に
侍
り
し
始
に
あ
つ
め
た
る
歌
需
孔
淋
鋤
雍
毒

と
に
着
目
、
「
八
代
抄
」
が
確
実
に
八
代
集
か
ら
の
抜
粋
と
は
言
い
切
れ
な
い
憾
ゑ
を
認
め
な
が
ら
も

と
も
か
く
書
名
よ
り
想
像
し
て
、
一
応
こ
の
和
歌
秋
風
抄
は
八
代
抄
と
類
似
の
内
容
を
有
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
ら
れ

と
さ
れ
た
。
そ
し
て
「
源
承
和
歌
口
伝
」
の
「
名
字
有
子
細
後
改
之
」
に
言
及
し
て

そ
の
原
名
八
代
抄
な
る
撰
集
は
、
表
向
宗
尊
親
王
撰
と
な
っ
て
は
ゐ
る
が
、
実
際
に
は
右
大
弁
光
俊
の
撰
に
か
上
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
秋
風
集
の
撰
者
光
俊
が
自
己
の
弟
子
に
あ
た
る
宗
尊
親
王
撰
と
銘
打
つ
撰
集
に
、
そ
の
改
名
の
仔
細
は
不
詳
と
し
て
も
、
「
和
歌

と
「
源
承
和
歌
口
伝
」
に
見
え
る

し
か
し
、
そ
の
一
方

八
代
抄
中
務
卿
親
王
撰

「
和
歌
秋
風
抄
第
○
」
と
明
記
し
、
つ
ぎ
に
そ
の
巻
に
収
め
た
題
を
記
し
て
ゐ
る
。
所
収
歌
の
内
、
相
当
数
に
集
付
が
付
さ
れ
て
ゐ
る

が
、
詳
細
に
調
査
す
る
と
一
四
六
二
首
の
全
所
収
歌
が
皆
勅
撰
八
代
集
よ
り
抜
粋
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
作
者
名
の
記
載
の
如

き
も
不
統
一
の
ま
Ｌ
で
あ
る
。
（
中
略
）

成
立
時
期
に
関
し
て
は
、
序
も
賊
も
な
く
、
又
集
中
の
作
者
の
官
位
は
、
八
代
集
よ
り
の
抜
粋
で
あ
る
か
ら
論
拠
と
な
し
得
ず
、
詳
ら

ザ

C
O

か
に
し
難
い
。
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三十八山岸文庫蔵『和歌秋風抄（別本)』解題

「
代
集
」
の
「
打
聞
」
の
項
に
は
、
藤
原
公
任
撰
の
「
金
玉
集
」
「
深
窓
秘
抄
」
を
わ
ず
か
な
例
外
と
し
て
、
勅
撰
集
を
母
体
と
す
る
秀
歌

撰
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
、
「
八
代
抄
」
も
定
家
撰
「
定
家
八
代
抄
」
よ
り
俊
成
撰
「
三
五
代
集
」
（
「
八
雲
御
抄
」
に
そ
の
名
の
見
え

る
打
聞
。
「
千
載
和
歌
集
」
の
前
身
）
に
よ
り
類
似
し
た
内
容
の
撰
集
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
あ
っ
て
猶
、
「
和
歌
秋
風
抄
」
と
い
う
書
名
が
「
光
俊
乃
至
反
御
子
左
派
」
に
由
来
す
る
可
能
性
は
残
る
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

工
夫
が
あ
る
。

と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

代
集
に
云
ふ
「
八
代
抄
、
中
務
卿
親
王
撰
」
な
る
撰
集
が
、
架
蔵
本
和
歌
秋
風
抄
そ
の
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
は
れ
る
。

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
同
氏
『
藤
原
光
俊
の
研
究
』
（
第
二
章
光
俊
と
和
歌
）
で
も
「
光
俊
乃
至
反
御
子
左
派
」
と
の
関
連
は
「
書

名
か
ら
連
想
さ
れ
る
」
「
単
な
る
憶
測
」
に
す
ぎ
な
い
と
慎
重
を
期
さ
れ
な
が
ら
も
、

し
か
し
、
こ
の
撰
集
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
こ
れ
が
南
北
朝
期
以
降
に
編
撰
さ
れ
た
可
能
性
は
少
な
く
、
鎌
倉
期
の
成
立
と
す
れ

ば
、
（
中
略
）
反
御
子
左
派
と
の
関
連
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
「
八
代
抄
」
と
い
う
名
称
が
、
何
ら
か
の
理
由
で

変
更
さ
れ
た
作
品
が
こ
れ
で
あ
り
、
実
質
的
に
光
俊
の
撰
で
あ
る
と
す
る
余
地
も
、
幾
分
か
は
存
在
す
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

秋
風
抄
」
，

と
述
べ
ら
れ
て
、

前
述
の
よ
う
に
、
冒
頭
八
首
は
八
代
集
の
巻
頭
歌
を
そ
の
ま
ま
順
に
並
べ
る
と
い
う
、
あ
ま
り
に
安
直
な
配
列
で
は
あ
っ
た
が
、
二
つ
め
の

る
0

本
書
の
特
長
の
一
つ
に
、
主
に
四
季
歌
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
季
と
雑
と
の
二
元
的
な
組
み
合
せ
、
と
で
も
い
う
べ
き
配
列
の

と
い
ふ
改
称
を
与
へ
得
る
公
算
は
多
分
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
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歌
題
「
霞
」
か
ら
は
か
な
り
独
自
な
配
列
方
針
を
採
っ
て
い
る
。
全
容
に
つ
い
て
は
付
表
を
設
け
た
の
で
参
照
ね
が
い
た
い
が
、
霞
題
の
承
例

示
す
る
と
、
最
初
の
六
首
（
通
し
番
号
辺
～
Ⅳ
）
は
巻
一
・
春
歌
上
（
金
葉
集
は
春
歌
）
か
ら
選
び
、
後
半
の
八
首
（
通
し
番
号
蛆
～
妬
）
は

恋
・
雑
（
・
旅
・
釈
教
）
と
い
っ
た
季
歌
以
外
か
ら
選
ん
で
き
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
す
で
に
古
今
集
に
し
て
、
春
歌
の
中
に
も
雑
歌
的
述
懐
や
ら
恋
歌
的
要
素
や
ら
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
季
歌
の
純
粋
性
な

ど
と
い
う
も
の
は
本
来
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
八
代
集
の
基
準
も
一
様
で
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
八
代
集
の
基
準
で

季
と
す
る
も
の
と
、
恋
雑
と
す
る
も
の
と
を
前
後
半
に
二
分
し
て
対
比
的
に
配
列
す
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
八
代
集
へ
の
意
識
が
あ
っ
た
か
ら

と
あ
り
、
同
『
藤
原
光
俊
の
研
究
』
に
は

あ
る
い
は
、
恋
部
や
雑
部
に
春
恋
な
り
雑
春
な
り
を
設
け
ず
、
八
代
集
が
春
恋
な
り
雑
春
な
り
で
扱
う
作
に
つ
い
て
も
春
へ
配
し
て
対
比
す

る
こ
と
で
、
季
題
を
詠
永
こ
な
す
た
め
の
臨
機
応
変
を
配
慮
し
よ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
特
長
は
全
十
巻
中
六
巻
を
季
題
歌
が
占
め
る
と
い
う
一
種
異
様
な
季
題
へ
の
片
寄
り
と
背
中
合
わ
せ
の
関
係
に
あ
る
。

ま
た
「
定
家
八
代
抄
」
が
出
典
に
も
出
典
で
の
扱
い
に
も
そ
れ
程
の
こ
だ
わ
り
を
示
さ
ず
、
一
冊
の
歌
集
と
し
て
の
秩
序
に
配
慮
す
る
の
に

対
し
、
本
書
は
通
読
す
る
た
め
の
文
学
作
品
、
と
い
う
よ
り
は
、
和
歌
は
用
例
に
終
始
し
て
、
歌
題
索
引
ふ
う
の
実
用
書
の
趣
を
呈
し
て
い

季
と
す
る
も
の
と
、
恋
粋

に
相
違
な
い
で
あ
ろ
う
。

あ
る
い
は
、
恋
部
や
雑

し
れ
な
い
。

る
0

安
井
氏
の
御
研
究
の
の
ち
、
等
閑
に
付
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
理
由
は
、
ひ
と
り
伝
本
が
稀
槻
に
属
し
た
か
ら
ぱ
か
り
で
は
な
か
っ
た
の
か
も

猶
、
安
井
氏
『
校
本
秋
風
和
歌
集
と
そ
の
研
究
』
に
は

灰
問
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
大
体
架
蔵
本
と
同
系
統
の
一
本
が
現
存
す
る
由
で
あ
る
が
、
管
見
に
及
ん
で
ゐ
な
い
。
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山岸文庫蔵『和歌秋風抄（別本)』解題三十八

「
別
本
和
歌
秋
風
抄
」
（
現
山
岸
徳
平
博
士
蔵
本
）

と
あ
る
。
後
者
の
記
述
か
ら
は
安
井
氏
蔵
本
が
山
岸
博
士
に
譲
渡
さ
れ
た
か
に
も
読
み
取
れ
る
が
、
本
耆
は
そ
の
識
語
か
ら
察
す
る
に
、
安
井

氏
蔵
本
の
臨
模
本
で
あ
り
、
「
大
体
江
戸
初
期
の
写
本
」
と
い
う
安
井
氏
蔵
本
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。

す
る
と
、
幻
の
山
岸
文
庫
本
が
他
に
も
う
一
本
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
当
時
の
「
現
山
岸
徳
平
博
士
蔵
本
」
と
は
別
に
、
安
井
氏
「
灰

聞
」
の
「
同
系
統
の
一
本
」
の
現
存
が
確
認
さ
れ
る
日
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
来
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
待
っ
て
報
告
す
べ
き
と
も
思
わ
れ
た
が
、
後
藤
重
郎
氏
「
『
定
家
八
代
抄
』
の
基
礎
的
研
究
日
」
（
「
皇

学
館
論
叢
」
お
・
３
。
一
九
九
二
、
六
）
な
ど
に
触
発
さ
れ
る
所
も
多
く
、
ひ
と
ま
ず
「
光
俊
八
代
抄
」
の
可
能
性
の
残
る
本
書
を
基
礎
的
研

究
の
段
階
で
紹
介
す
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

本
稿
は
、
上
野
英
子
専
任
講
師
の
御
協
力
の
下
、
石
澤
勝
子
氏
、
南
二
淑
氏
、
渡
邊
道
子
氏
と
の
共
同
研
究
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

付
記
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（
歌
番
号
）
（
歌
柴
）

１
巻
第
一

立
春
付
初
春

鴬残
雪

柳櫻
己九八七六五四三二

立

後古新千詞金後拾後古春

撰今古城花葉拾近撰今筋
今 遺春

春春春春春春春春春春
上歌歌歌部上上歌
上上上上

（
部
立
）
（
敬
番
号
）

春
上
ｌ

壼
屋若

菜
梅早

蕨

八二二一

一一一＝一一一一一一－－－－－竺一壼

宝西三三三二二己ナL・ノーミービフ言五四三三二二巨受鴬
二
金
葉
春
部
五

後
拾
遺

後
拾
辿

後
拾
造

金
葉

千
戦
新
古
今

拾
遺

拾
遺

拾
世

後
拾
遺

後
拾
遺

詞
花

千
城

千
載

雑恋雑雑鵬雑恋恋春春春春春春
歌歌上六旅上三一歌歌部上上上
上一上上

‐フミニー五匹】ノーLプく
五五一上ノ、二三ﾉミ一二h-'三三一・一三三三三
一ナレ二二ロ四三三一上五三三一一当ﾉﾏﾆﾉ、二二

1T日E画四［Zロ四三三三三三三三三三三．三三三三三三三三三三二二二二二二二二
四三三二二一一ナLjノーL－tﾆェフミ五匹ヨ三三二二一一ナL‘ノーL－上うく

古
今

古
今

古
今

古
今

古
今

古
今

後
撰

後
撰

後
撰

拾
遺

後
拾
遺

後
拾
辿

金
葉

金
葉

千
收

千
仙

新
古

千
城

拾
世

鞭”．、、。．＊、￥常謹溌蓉諏イト歌歌歌歌部部上上
中上上上

‐ ‐‐
一L--↓-一二二一一＝＝一二‐三三三三三二ノー、一一一ノ、／、二

五一一Ft1アユく四三三一上ノ､ノー、一五Eヨ二二－‐‐五四

梅毛
古
今
存
欣
上
二
一

若
菜
三
詞
花

三
拾
遺

三
新
古
今

奏至茜残
壼

拾千後三
通赦撰

五pqrZ亘1画「ﾉ咽TITコ
ーゾL･ノーL--唇ﾌ'く五

千金後拾拾拾
1晩葉拾遺世遺

遺

春亦
営
一

賀
歌

雑春春
春歌上
上

雑
下

雑
春

雑
春

雑
五

帷
部
上

雑
歌
上

更Ｅ

一
つ
五
一

五
三
一

一
口
函
四

一
つ
ロ
九

一
一
五
口

五
一
七

Ｌ
く
・
一

串
〃
望
／
一
一

一
〈
九
一
へ

七
一
一
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七ゴーヒ一ヒーヒZ－上フ詩フミうくフ仏苛プマ六フミうぐ六プマ五五
四三三二二－‐ナLAノーL一上フ0く五四三三二二－‐ナL，／足柳

古
今

後
撰

拾
遺

拾
辿
後
拾
遺

後
拾
遺

後
拾
遺

後
拾
遺

後
拾
遺

金
葉

金
菜

千
載

古
今

拾
遺

拾
世

拾
遺

新
古
今

神雑雑雑f!<春春春春春春春春春春春奔
祇春春春歌歌部部上上上上上上歌
歌 上上

ノー、‐‐‐三三
五一一一五二二二二プマフ青五五五一二二ロヨ
ーー＝＝一五二二プマ－－迄三三二二ノー、五三三三三ノー、フムぐ七

一
〈
二

八
三

八
四

八
五

八
六

一
へ
七

八
↓
ハ

ヘ
九

七
五

七
六

七
七

七
↓
へ

七
札

ノ､ノ、

一一

早
千金蕨
戦葉

櫻
古
今

古
今

古
今

古
今

後
撰

拾
遺

拾
遺

拾
遺

後
撰

新
古
今

拾
撰

新
古
今

新
古
今

春春春春春春春春
下歌歌歌歌
上下下上

雑雑雑春春
歌敬春歌上
中上上

春
部

春
歌
ｔ

四
一

一
〈
九

一
口
三
一

一
四
四
九

二
〈
七
七

四四五二フユマノーL－ヒゴ四
ノーL四ノー、五一プマーヒナL‘

七
一

一
二
四

九
つ

九
一

九
二

九
一
二

九
四

九
五

九
一
〈

九
七

九
へ

し
し

ブ
．
ブ

ー
ロ
ロ

ー
ロ
一

一
つ
二

一
口
三

一
口
四

一
口
五

一
つ
一
〈

一
口
七

一
一
一
へ

千 千詞詞詞金金金金後後後後後後後後拾拾
il耽城花花花葉葉葉葉拾拾拾拾拾拾拾拾遺遺

、-11』．、_flu．、』1』．、.威王、_I11．、』“、_11『‐、_山一

〕且J塁〕型ユ且ス且ス且〕塁〕且

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
歌欲部部部部下上上上上上上上
上上

一
〈
一
一

一
一
二
〈

七
八

九
一

九
五

九
八

一
ロ
ロ

ー
ロ
ー

一
三
四

三
九

四
二

五
五

六
つ

二
五

三
口

五
五

五
七

一
つ
九

一
一
口

一
一
四

一
一
五

一
一
一
〈

一
一
七

一
一
八

一
一
九

一
二
口

一
二
四

一
二
五

一
一
一
一
〈

一
二
七

千 千千後拾新新新新新新新新千千千千千千
戦戦戦拾遺古古古古古古古古｛敗戦戦戦載城

、4挺 公、み、△、ヘムへ，△、，△‐
〕且－7－777777ー7

維雑雑雑雑春春春春春春春春春春春春春春
歌歌歌一春湫歌歌敬歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
中中中下下下下下下上上下下下下下上

一
〈
二
一

八
四

九
六

九
七

九
一
ハ

ー
ロ
四

八
口

九
六

九
九

一
一
四

一
一
七

一
三
七

一
一
二
毒
ハ

ー
ロ
ー
ニ
ハ

八
・
九
一
ハ

ー
ロ
五
三

一
口
六
五

一
口
六
七
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三
へ
干
戦
雑
歌
中

一
元
干
戦
稚
歌
中

一
二
新
古
今
衷
傷
歌

三
一
新
古
今
雑
歌
上

三
一
新
古
今
雑
歌
上

三
一
新
古
今
雑
歌
中

１
巻
第
二
春
下
ｌ

花
桃

梨
春
月

春
雨
春
駒

販
鷹
推

喚
子
鳥
苗
代
付
春
田

菫
菜
脚
踊

牡
若
藤

款
冬
春
雑
嵜

暮
春

花三
四
古
今
春
歌
上
五
一 宍西西一上：己三

六ノー、フュマプ竜弐二ゴプマ
ーヒ五四二二一ﾉｰ、

一
三
五

一
一
二
一
〈

一
三
七

一
一
一
一
侍
へ

二
一
一
九

一
四
一

一
四
一

一
四
一
一

一
四
三

一
四
四

一
両
五

一
四
六

一
ｒ
ト
ー

一
Ｊ
６
１
，

－
ｑ
二

一
四
へ

一
四
九

一
五
つ

一
五
一

一
五
二

一
五
三

古
今

古
今

古
今

古
今

必
欠
配
共

イ
＃
後
撰
後
撰

後
撰

後
撰

後
撰

後
撰

後
撰

〃
友
雅
〈

子
イ
ー
斗
寸
Ｊ

後
撰

拾
遺

拾
遺

拾
過

拾
遺

拾
遺

春春春春春春群舂春春春春春春春春春春春
下下下下中中中下中上歌歌歌歌

下下下下

五五五一七EP1二二一一』し一七ゴー上五ﾉL匹】一一一一ノー、
l空J二一五プし三三・二二ナL，五IZヨ‐ナレノーL－上二四プマヨ壬四

七一上三一上フ青フ青フュマプマプマァ言ﾌ‘くﾌLくうL言プ言王工五五五五五
二二－‐ナしノー、セプく五匹’三三二二一一ゾしノー、一とプ･く五四

訶訶詞金金金企金金後後後後後後後拾拾拾
花花花葉莱葉莱葉葉拾拾拾拾拾拾拾遺遺遺

、_141－、』IL，_室、､'14，_!』皇、.堕生、_L1L

J且〕且〕且〕里〕､且1且〕且

涛春春蔦＃鳶黎鳶燕常常亨亨堂堂盗春春春
l状
一

－

／、

ロヨ匹1三三六六五ﾌLく五三三三三三四三三一一プマ五一上－ヒ
ニニ‐ﾉ．Lフ｣て一／Lﾉ、フL雨－ナし五二二二二J1_‘三三プくプし一上うぎ

ナL‘ブーL‘ノー､/1ﾉﾐノ．､ノーLノー､ノー､／LﾉｰﾐﾉL--ピーヒーヒーヒーヒーヒーヒ
ー‐JL4ノ、一七JフL＜五匡日三三二二一一Jしノー、一ヒプ苛五にq三三

新新斬新新千千千千千千千千千千千千千千
古古古古古城,|k載仙城收戦峨峨城↓観」肱,伐戦
"△＝／△、／△、，△、ム、
7－J－7－7－7

春春春春春春春春春春春春春春春春春春春
歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌歌
下下上下上下下下下下下下下下上上上上上

四
二

五
四

一
〈
七

七
一
一
一

七
五

七
ヒ

バ
ロ

ー
ヘ
二

九
五

一
つ
二

二
一
八

一
三
五

九
五

一
四
口

九
七

一
ロ
ー
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三十八山岸文庫蔵『和歌秋風抄（別本)』解題

一
九
二

一
九
三

一
九
四

一
九
五

一
九
六

一
九
七

一
九
八

一
九
九

ニ
ロ
ロ

ニ
ロ
一

一
一
ロ
ニ

ニ
ロ
三

二
口
四

二
口
五

二
口
六

二
一
七

二
つ
↓
へ

二
つ
九

二
一
二

後 拾古拾拾拾後後後後後古斬新新新斬新新
拾遺今逝遺遺撰撰撰撰撰今古古古古古古古
遺今今今今今今今

稚雑衷雑雑雑恋哀哀雑雑恋春春春春春春春
六恋傷存春春六傷傷二一歌歌歌歌歌歌歌歌
欲歌歌二下下下下下下下

一
一
一
〈

二
一
一
五

一
一
一
二
〈

一
四
四

一
五
一
二

一
五
五

五
八
九

一
つ
七
七

一
一
五
一
〈

一
三
九
二

三
一
元
三

一
つ
四
八

一
口
一
五

一
つ
三
五

一
二
三
九

八
五
六

一
二
一
〈
一

一
一
九
一

二
一
四

一
二
五

二
一
一
〈

一
二
七

二
一
八

一
二
九

二
二
□

二
二
四

二
二
五

一
一
一
一
一
〈

二
一
一
七

一
二
一
↓
へ

二
二
九

新 新新新新新千千千千千千千千千詞詞詞後
古古古古古古，敗戦戦載戦1敗1敗戦1敗花花花拾
／△、／△、へへ／と～／と－ 遺一777一77ー7

‘難＃鮮鰔＃＃＃躍欝離職離礁堆踏笠鷺
歌中上上上歌歌歌歌簾中中中中中

プT_△プマ四I､霧1四一上二二二二二二－‐‐‐‐‐二二二二ニニ
ープマﾌミ五フLく12日三三一ノー、七ニプ言プマフミ五ノーL一上－上ナL‘一一

酋へノーL六ノーL五六ノし四一三三J,_、六一六一一上藪六ノー、

梨一
三
一
新
古
今
雑
歌
上
西
三

春
駒
三
六
後
拾
遺
春
上

二
元
雪
訶
一
化
去
春

二一二二

三二桃春
雨

三
宝
千
載

二
天
与
和
古
今

三
毛
新
古
今

春
月
二
三
新
古
今
雑
歌
上
西
圭

三
四
新
古
今
恋
歌
二
二
二
〈

後後
拾拾
遺遺

雑春
四下

雑春春
歌歌歌
上上上

一
三
ロ

ー
ロ
五
一
〈

へ
四

一
四
七
九三豊

販
鷹

一
酉
拾
辿

一
西
一
後
拾
逝

一
酉
一
詞
花

一
一
畠
詞
花

二
豐
新
古
今

一
酉
〈
新
古
今

春
田
付
苗
代

二
男
拾
遺

一
三
金
葉

喚
子
烏

二
受
新
古
今
雑
歌
上
西
芙

一
宮
拾
遺
雑
貨
二
↓
全

錐一
一
里
拾
辿
春 春春春春春春
歌歌上
上上

春春
部

五
五

七
つ

三
四

一
〈
一
一

一
〈
一
一

四
五

七
四 二二
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菫
菜

一
吾
後
撰

二
芸
千
城

二
妾
千
枚

二
毫
千
收

三
へ
新
古
今

牡
若

一
言
古
今

三
〈
一
金
栞

二
五
一

一
一
五
二

二
五
一
二郷

燭
一
禿
後
拾
世
春
下
三
一

藤

令拾後
葉逝撰

恋
歌
一
四
全

春
部
菫

稚春春春春
歌歌歌歌下
中下下下

亦
竺
二

亦
竺
二

雑
部
下

八
九

一
ロ
ー
ハ

ー
ロ
九

一
一
つ

一
六
一
へ
四

七
九
一

八
一
一

六
二
五

款
冬

三
余
後
撰

三
毛
拾
遺

三
父
金
莱

三
盆
新
古
今

一
二
〈
一
一

一
一
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